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問
題
の
所
在

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
以

下
「
法
」
と
い
う
。）
の
施
行
を
受
け
て
、
法
を
施
行

す
る
た
め
の
法
施
行
条
例
や
法
の
施
行
に
加
え
て
、

法
が
対
象
外
と
す
る
老
朽
建
築
物
な
ど
に
対
す
る
規

制
を
定
め
る
複
合
条
例
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
条
例
を

「
空
家
対
策
条
例
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

法
施
行
条
例
の
例

【
岡
山
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
促
進
に
関
す
る

条
例
】

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

て
い
な
い
空
家
等
が
防
災
、
防
犯
、
衛
生
、
景

観
等
の
市
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
26
年
法
律
第

１
２
７
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
を
円
滑

か
つ
公
平
に
運
用
し
、
及
び
本
市
に
お
け
る
空

家
等
の
適
切
な
管
理
を
促
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
法
と
一
体
的

な
運
用
を
図
り
、
も
っ
て
法
第
１
条
の
趣
旨
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
2
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の

意
義
は
、
こ
の
条
例
に
特
段
の
定
め
の
な
い
限

り
、法
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

複
合
条
例
の
例

【
東
京
都
板
橋
区
老
朽
建
築
物
等
対
策
条
例
】

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
26
年
法
律
第
１
２
７

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
に
基
づ
く
空
家

等
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

及
び
老
朽
建
築
物
の
適
正
な
管
理
に
関
し
必
要

〜公共政策立案に必要な法的知識の修得を目指して〜

第49回条例に基づく即時執行の費用
徴収の可否－地方財政法の視点から①

自治体職員のための政策法務入門

鹿児島大学教授
宇那木正寛

連
載

今
回
の
ポ
イ
ン
ト

条
例
に
根
拠
を
有
す
る
即
時
執
行
に
係
る
費
用
徴

収
の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
な
お
、
今
回

の
連
載
は
、
既
に
公
表
し
た
拙
稿（

（
（

に
つ
い
て
、
新

た
に
地
方
財
政
法
の
視
点
か
ら
再
構
成
の
上
、
加

筆
し
た
の
も
の
で
す
。
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な
事
項
を
定
め
、
老
朽
建
築
物
等
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
板
橋
区
（
以
下
「
区
」
と
い
う
。）
に

お
け
る
区
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図

り
、
も
っ
て
安
心
・
安
全
で
快
適
な
ま
ち
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
用
語
の
定
義
）

第
２
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
１
）
空
家
等　

法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す

る
空
家
等
を
い
う
。

（
２
）
特
定
空
家
等　

法
第
２
条
第
２
項
に
規

定
す
る
特
定
空
家
等
を
い
う
。

（
３
）
老
朽
建
築
物　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

建
築
物
又
は
こ
れ
に
付
属
す
る
工
作
物
及
び

そ
の
敷
地
（
立
木
そ
の
他
の
土
地
に
定
着
す

る
物
を
含
む
。）
の
う
ち
、
空
家
等
以
外
の
も

の
を
い
う
。
た
だ
し
、
国
又
は
地
方
公
共
団

体
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
も
の
を
除
く
。

（
４
）
特
定
老
朽
建
築
物　

老
朽
建
築
物
の
う

ち
、
周
囲
の
日
常
生
活
に
重
大
な
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
状
態
（
廃
棄
物
等
に
起
因
す
る

管
理
不
全
状
態
の
も
の
を
含
む
。）
と
区
が

認
定
し
た
も
の
を
い
う
。

（
５
）老
朽
建
築
物
等　

空
家
等
、特
定
空
家
等
、

老
朽
建
築
物
及
び
特
定
老
朽
建
築
物
を
い
う
。

（
６
）
〜
（
９
）　

略

こ
う
し
た
空
家
対
策
条
例
に
は
、
講
学
上
の
即
時

執
行（

2
（

に
相
当
す
る
規
定
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
に
要
し

た
費
用
の
徴
収
根
拠
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

平
成
28
年
に
制
定
さ
れ
た
東
京
都
板
橋
区
老
朽
建
築

物
等
対
策
条
例
第
21
条
第
１
項
、
神
戸
市
空
家
空
地

対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
第
16
条
第
３
項
、
岡
山

市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
促
進
に
関
す
る
条
例
第

12
条
第
２
項
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

【
東
京
都
板
橋
区
老
朽
建
築
物
等
対
策
条
例
】

（
緊
急
安
全
措
置
）

第
21
条　

区
長
は
、
老
朽
建
築
物
等
が
、
人
の
生

命
、
身
体
又
は
財
産
に
危
害
が
及
ぶ
こ
と
を
避

け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
は
、
当
該
老
朽
建
築
物
等
の
所
有
者
等
又

は
居
住
者
の
負
担
に
お
い
て
、
こ
れ
を
避
け
る

た
め
に
必
要
最
小
限
の
措
置
を
自
ら
行
い
、
又

は
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し
た
者
に
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

区
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
老
朽
建
築
物
等
の
所
在
地
及
び
措
置
の
内

容
を
老
朽
建
築
物
等
の
所
有
者
等
又
は
居
住
者

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所

有
者
等
若
し
く
は
居
住
者
又
は
そ
の
連
絡
先
を

確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て

は
、
そ
の
旨
を
公
告
す
る
こ
と
を
も
っ
て
こ
れ

に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

第
１
項
の
措
置
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
そ

の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

【
神
戸
市
空
家
空
地
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
】

（
応
急
的
危
険
回
避
措
置
）

第
16
条　

市
長
は
、
特
定
空
家
等
、
特
定
類
似
空

家
等
又
は
特
定
空
地
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
生

命
、
身
体
又
は
財
産
へ
危
害
が
及
ぶ
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
に
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
特
定
空
家
等
、
特
定
類
似
空
家

等
又
は
特
定
空
地
等
に
対
し
て
、
そ
の
危
害
の

防
止
の
た
め
に
必
要
最
小
限
の
措
置
を
と
る
こ

と
が
で
き
る
。

２　

市
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
る
と
き
は
、

当
該
特
定
空
家
等
、
特
定
類
似
空
家
等
又
は
特

定
空
地
等
の
所
在
地
及
び
当
該
措
置
の
内
容
を

所
有
者
等
に
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
（
所
有
者
等

又
は
そ
の
連
絡
先
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
公
告
）
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３　

市
長
は
、第
１
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
措
置
に
要
し
た
費
用
を
所
有
者
等
の
負
担

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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任
し
た
者
に
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
１
）
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
占
有
者
、
所

有
者
そ
の
他
当
該
違
法
放
置
等
物
件
に
つ
い

て
権
原
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
違
法
放
置
等
物
件
の
占
有
者
等
」
と
い

う
。）
に
対
し
第
71
条
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合

に
お
い
て
、
当
該
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ぜ

ら
れ
た
者
が
当
該
措
置
を
と
ら
な
い
と
き
。

（
２
）
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の
占
有
者
等
が

現
場
に
い
な
い
た
め
に
、
第
71
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

２
〜
６　

略

７　

第
１
項
か
ら
第
４
項
ま
で
に
規
定
す
る
違
法

放
置
等
物
件
の
除
去
、
保
管
、
売
却
、
公
示
等

に
要
し
た
費
用
は
、
当
該
違
法
放
置
等
物
件
の

返
還
を
受
け
る
べ
き
違
法
放
置
等
物
件
の
占
有

者
等
の
負
担
と
す
る
。

【
道
路
交
通
法
】

（
違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
）

第
51
条

１　

略

２　

車
両
の
故
障
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
当
該
車

両
の
運
転
者
等
が
直
ち
に
前
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
に
従
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

【
岡
山
市
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
促
進
に
関
す
る

条
例
】

（
応
急
措
置
）

第
12
条　

市
長
は
、
特
定
空
家
等
に
つ
い
て
、
人

の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
重
大
な
損
害
を
及

ぼ
す
等
の
危
険
な
状
態
が
切
迫
し
て
い
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
危
険
な
状
態
を
回
避
す
る

た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

２　

市
長
は
、
前
項
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

当
該
措
置
に
要
し
た
費
用
を
当
該
特
定
空
家
等

の
所
有
者
等
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

空
家
対
策
条
例
上
、
安
全
措
置
あ
る
い
は
応
急
措

置
と
称
さ
れ
る
即
時
執
行
は
、
法
律
で
な
く
て
も
、

条
例
に
そ
の
根
拠
を
置
く
こ
と
に
よ
り
適
法
に
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す（

（
（

。
そ
れ
で
は
、
こ
の
即
時
執
行
に

要
し
た
費
用
は
、
果
た
し
て
、
法
律
で
は
な
く
条
例

に
徴
収
根
拠
を
置
く
こ
と
に
よ
り
適
法
に
徴
収
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

即
時
執
行
の
費
用
負
担
の
根
拠
を 

定
め
る
法
律
の
規
定

ま
ず
、
即
時
執
行
に
よ
る
費
用
負
担
の
根
拠
を
定

め
る
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
概
観
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
種
の
規
定
と
し
て
は
、
道
路
法
第
44
条
の
３
第
１

項
第
２
号
に
基
づ
き
放
置
物
件
を
撤
去
す
る
際
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
そ
の
徴
収
根
拠
を
定
め
る
同
条

第
７
項
、
道
路
交
通
法
第
51
条
第
２
項
、
第
３
項
及

び
第
５
項
に
基
づ
き
違
法
駐
車
車
両
を
移
動
さ
せ
る

際
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
そ
の
徴
収
根
拠
を
定
め

る
同
条
第
15
項
、
各
自
治
体
の
放
置
自
転
車
対
策
条

例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
放
置
自
転
車

等
の
撤
去
及
び
自
転
車
等
の
撤
去
に
要
し
た
費
用
に

つ
い
て
そ
の
徴
収
根
拠
を
定
め
る
自
転
車
の
安
全
利

用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推

進
に
関
す
る
法
律
第
６
条
第
５
項
が
あ
り
ま
す
。

【
道
路
法
】

（
違
法
放
置
等
物
件
に
対
す
る
措
置
）

第
44
条
の
３　

道
路
管
理
者
は
、
第
4（
条
第
２
号

の
規
定
に
違
反
し
て
、
道
路
を
通
行
し
て
い
る

車
両
か
ら
落
下
し
て
道
路
に
放
置
さ
れ
た
当
該

車
両
の
積
載
物
、
道
路
に
設
置
さ
れ
た
看
板
そ

の
他
の
道
路
に
放
置
さ
れ
、
又
は
設
置
さ
れ
た

物
件
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
違
法
放
置
等

物
件
」
と
い
う
。）
が
、
道
路
の
構
造
に
損
害

を
及
ぼ
し
、若
し
く
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
、

又
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
き
は
、
当
該
違
法
放
置
等
物
件
を
自

ら
除
去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委

2
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る
と
き
は
、
警
察
官
等
は
、
道
路
に
お
け
る
危

険
を
防
止
し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を

図
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
当
該
車
両

の
駐
車
の
方
法
を
変
更
し
、
又
は
当
該
車
両
を

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３　

第
１
項
の
場
合
に
お
い
て
、
現
場
に
当
該
車

両
の
運
転
者
等
が
い
な
い
た
め
に
、
当
該
運
転

者
等
に
対
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
警
察
官
等
は
、

道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
又
は

交
通
の
円
滑
を
図
る
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い

て
、
当
該
車
両
の
駐
車
の
方
法
の
変
更
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
と
り
、
又
は
当
該
車
両
が
駐
車

し
て
い
る
場
所
か
ら
の
距
離
が
50
メ
ー
ト
ル
を

超
え
な
い
道
路
上
の
場
所
に
当
該
車
両
を
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４　

略

５　

前
項
の
報
告
を
受
け
た
警
察
署
長
は
、
駐
車

場
、
空
地
、
第
３
項
に
規
定
す
る
場
所
以
外
の

道
路
上
の
場
所
そ
の
他
の
場
所
に
当
該
車
両
を

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
〜
14　

略

15　

第
２
項
、
第
３
項
又
は
第
５
項
か
ら
第
11
項

ま
で
の
規
定
に
よ
る
車
両
の
移
動
、
車
両
の
保

管
、
公
示
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費
用
は
、

当
該
車
両
の
運
転
者
等
又
は
使
用
者
若
し
く
は

所
有
者（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て「
使

用
者
等
」
と
い
う
。）
の
負
担
と
す
る
。

【
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐

車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律
】

（
自
転
車
等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
措
置
）

第
５
条　

略

第
６
条　

市
町
村
長
は
、
駅
前
広
場
等
の
良
好
な

環
境
を
確
保
し
、
そ
の
機
能
の
低
下
を
防
止
す

る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て

条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
放
置
自
転
車
等

を
撤
去
し
た
と
き
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
撤
去
し
た
自
転
車
等
を
保
管
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４　

略

５　

第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
放

置
自
転
車
等
の
撤
去
及
び
同
項
か
ら
第
３
項
ま

で
の
規
定
に
よ
る
自
転
車
等
の
保
管
、
公
示
、

自
転
車
等
の
売
却
そ
の
他
の
措
置
に
要
し
た
費

用
は
、
当
該
自
転
車
等
の
利
用
者
の
負
担
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
負

担
す
べ
き
金
額
は
、
当
該
費
用
に
つ
き
実
費
を

勘
案
し
て
条
例
で
そ
の
額
を
定
め
た
と
き
は
、

そ
の
定
め
た
額
と
す
る
。

な
お
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車

等
の
駐
車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す
る
法
律
第
６

条
第
５
項
の
規
定
の
創
設
に
当
た
っ
て
は
次
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
放
置
自
転
車
撤

去
条
例
に
基
づ
く
撤
去
に
要
す
る
費
用
徴
収
の
根
拠

を
条
例
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
疑
義
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
５
年
の
同
法
の

改
正
に
当
た
っ
て
、
放
置
自
転
車
撤
去
後
の
撤
去
等

に
要
し
た
費
用
を
当
該
自
転
車
の
利
用
者
の
負
担
と

す
る
同
法
第
６
条
第
５
項
の
規
定
が
わ
ざ
わ
ざ
同
法

に
設
け
ら
れ
た
の
で
す（

4
（

。

地
方
財
政
法
と
自
治
体
に
お
け
る 

行
政
活
動
の
費
用
負
担

地
方
財
政
法
は
、
地
方
財
政
の
自
主
性
と
健
全
性

の
確
保
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
財
政
責
任
の
明
確

化
及
び
財
政
秩
序
の
確
立
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ

た
地
方
財
政
に
お
け
る
基
本
法
で
す
。
ま
た
、「
地

方
公
共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
は
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
基
い
て
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め

る
」
と
す
る
憲
法
第
92
条
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
地

方
公
共
団
体
の
運
営
に
お
け
る
基
幹
法
の
一
つ
で
も

あ
り
ま
す
。

地
方
財
政
法
第
９
条
（
た
だ
し
書
を
除
く
部
分
。

以
下
同
じ
。）
は
、
行
政
責
任
明
確
化
の
観
点
か
ら
、

地
方
公
共
団
体
の
事
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
全
額
こ
れ
を

負
担
す
る
と
定
め
て
い
ま
す
。
同
条
の
主
た
る
目
的

3
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傷
病
者
の
搬
送
を
適
切
に
行
う
こ
と
を
任
務
と

す
る
。

例
え
ば
、
火
災
の
場
合
、
消
防
組
織
法
第
８
条
の

規
定
か
ら
、
失
火
者
に
重
大
な
過
失
や
故
意
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
市
町
村
は
、
そ
の
消
火
活
動
に
伴
う

費
用
や
損
害
に
つ
い
て
、
失
火
者
に
対
し
、
民
法
第

７
０
２
条
に
よ
る
事
務
管
理
に
基
づ
く
費
用
償
還
や

同
条
第
７
０
９
条
に
よ
る
損
害
賠
償
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
ま
す（

5
（

。

現
在
、
地
方
財
政
法
第
９
条
の
定
め
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
治
体
の
行
政
活
動
に
対
す
る
費
用
負
担
に

関
す
る
事
項
は
法
律
に
留
保
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
理
解
の
も
と
で
、
自
治
体
の
行
政

活
動
に
対
す
る
費
用
負
担
の
例
外
と
し
て
、分
担
金
、

使
用
料
、
加
入
金
及
び
手
数
料
の
徴
収
の
根
拠
が
地

方
自
治
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
（
自
治
法
第

２
２
４
条
か
ら
第
２
２
７
条
ま
で
）。

な
お
、
こ
う
し
た
例
外
が
定
め
ら
れ
る
の
は
、
①

特
定
の
利
便
を
受
け
る
際
に
は
当
該
特
定
の
利
便
を

受
け
る
者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
公
平
の
理
念
に

適
う
、
②
受
益
者
に
よ
る
負
担
で
財
政
的
収
入
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
、と
い
っ
た
理
由
か
ら
で
す
。

以
上
か
ら
、
法
律
に
別
の
定
め
が
な
い
限
り
、
自

治
体
の
行
政
活
動
に
対
し
徴
収
し
得
る
金
銭
的
負
担

は
、
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
及
び
手
数
料
に
限

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
該
当
し
な

は
、
そ
の
事
務
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
自
身
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
住
民
に

費
用
負
担
を
転
嫁
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
地
方
公

共
団
体
に
お
け
る
財
政
運
営
の
基
本
原
則
を
定
め
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

【
地
方
財
政
法
】

（
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
全
額
を
負
担
す
る
経
費
）

第
９
条　

地
方
公
共
団
体
の
事
務
（
地
方
自
治
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
５
２
条
の
17

の
2
第
１
項
及
び
第
２
９
１
条
の
２
第
２
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
都
道
府
県
が
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
の
処
理
す
る
こ
と
と

し
た
事
務
及
び
都
道
府
県
の
加
入
し
な
い
同
法

第
２
８
４
条
第
１
項
の
広
域
連
合
（
第
28
条
第

２
項
及
び
第
３
項
に
お
い
て
「
広
域
連
合
」
と

い
う
。）
の
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
事
務
を
除

く
。）
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
全
額
こ
れ
を
負
担

す
る
。
た
だ
し
、
次
条
か
ら
第
10
条
の
４
ま
で

に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費

に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

さ
ら
に
、
地
方
財
政
法
第
９
条
と
同
趣
旨
の
内
容

を
定
め
た
規
定
と
し
て
、
市
町
村
の
消
防
活
動
に
要

す
る
費
用
に
つ
い
て
そ
の
負
担
義
務
を
定
め
る
消
防

組
織
法
第
８
条
が
あ
り
ま
す
。
地
方
財
政
法
第
９
条

と
の
関
係
で
す
が
、
同
条
を
特
に
強
調
す
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
の
が
消
防
組
織
法
第
８
条
の
規
定
と
解

さ
れ
ま
す
。

【
消
防
組
織
法
】

（
市
町
村
の
消
防
に
要
す
る
費
用
）

第
８
条　

市
町
村
の
消
防
に
要
す
る
費
用
は
、
当

該
市
町
村
が
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

消
防
組
織
法
第
８
条
は
、
同
法
第
１
条
に
基
づ
く

事
務
、
す
な
わ
ち
、
消
防
の
施
設
及
び
人
員
を
活
用

し
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災
か
ら

保
護
す
る
と
と
も
に
、
水
火
災
又
は
地
震
等
の
災
害

を
防
除
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
災
害
に
よ
る
被
害
を
軽

減
す
る
ほ
か
、
災
害
等
に
よ
る
傷
病
者
の
搬
送
を
適

切
に
行
う
と
い
っ
た
事
務
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

は
、
住
民
で
は
な
く
、
市
町
村
が
最
終
的
に
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
す
。

【
消
防
組
織
法
】

（
消
防
の
任
務
）

第
１
条　

消
防
は
、
そ
の
施
設
及
び
人
員
を
活
用

し
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
火
災

か
ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
水
火
災
又
は
地
震

等
の
災
害
を
防
除
し
、
及
び
こ
れ
ら
の
災
害
に

よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
ほ
か
、
災
害
等
に
よ
る
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様
の
問
題
が
あ
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
指
摘
し
て
い

ま
す（

6
（

。
ま
た
、
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
及
び
手

数
料
以
外
は
徴
収
で
き
な
い
と
す
る
と
、
地
方
公
共

団
体
が
条
例
で
違
法
に
得
た
利
益
を
吐
き
出
さ
せ
る

課
徴
金
を
設
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、

自
主
財
政
権
の
侵
害
に
な
ら
な
い
か
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
っ
た
宇
賀
克
也
教
授
に
よ
る
指
摘
も

あ
り
ま
す（

7
（

。

で
は
、
即
時
執
行
に
要
し
た
費
用
が
、
自
治
法
の

定
め
る
分
担
金
、
使
用
料
、
加
入
金
、
手
数
料
に
該

当
す
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
次
回
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

注（
１
）
宇
那
木
正
寛
『
実
証　

自
治
体
行
政
代
執
行
の
手

法
と
そ
の
効
果
』（
第
一
法
規
、
２
０
２
２
年
）

２
３
１
頁
以
下
。

（
２
）
即
時
執
行
（
即
時
強
制
）
と
は
、
義
務
を
命
ず
る

暇
の
な
い
緊
急
事
態
や
、
犯
則
調
査
や
泥
酔
者
保
護

の
よ
う
に
義
務
を
命
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
目
的
を

達
成
し
が
た
い
場
合
に
、
相
手
方
の
義
務
の
存
在
を

前
提
と
せ
ず
に
、
行
政
機
関
が
直
接
に
身
体
ま
た
は

財
産
に
実
力
を
行
使
し
て
行
政
上
望
ま
し
い
状
態
を

実
現
す
る
作
用
を
い
う
（
宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説

Ⅰ
〔
第
７
版
〕』（
有
斐
閣
、２
０
２
０
年
）
１
１
７
頁
。

（
３
）
宇
賀
・
前
掲
注
（
２
）
１
２
０
頁
。

（
4
）
諸
岡
昭
二
編
『
改
正
自
転
車
法
の
解
説
』（
東
京

経
済
、
１
９
９
４
年
）
（（
頁
参
照
。

（
５
）
消
防
基
本
法
制
研
究
会
編
『
逐
条
解
説　

消
防
組

織
法
〔
第
３
版
〕』（
東
京
法
令
、
２
０
０
９
年
）
１
８
８

頁
以
下
。

（
６
）
塩
野
宏
『
行
政
法
Ⅲ
〔
第
5
版
〕』（
有
斐
閣
、

２
０
２
１
年
）
１
９
４
頁
。

（
7
）
宇
賀
克
也
『
地
方
自
治
法
概
説
〔
第
10
版
〕』（
有

斐
閣
、
２
０
２
３
年
）
１
８
９
頁
。
な
お
、
同
書

１
８
９
頁
は
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
か
つ
て
東
京

都
が
２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
１
年
に
か
け
て
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
制
度
の
導
入
の
検
討
を
行
っ
た
も

の
の
、
緩
和
渋
滞
の
た
め
に
課
す
金
銭
的
負
担
が
地

方
自
治
法
に
列
挙
さ
れ
た
類
型
に
該
当
す
る
か
定
か

で
は
な
く
、
条
例
で
こ
の
よ
う
な
金
銭
を
徴
収
し
得

る
か
に
疑
問
が
あ
っ
て
、
実
現
に
至
っ
て
い
な
い
と

い
う
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

い
と
し
て
、
そ
の
費
用
徴
収
の
根
拠
を
条
例
で
定
め

た
と
し
て
も
適
法
に
徴
収
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

解
さ
れ
ま
す
。

自
治
体
の
行
政
活
動
に
対
し
、
徴
収
し
得
る
金
銭

的
負
担
の
内
容
が
法
律
に
留
保
さ
れ
て
い
る
の
は
、

地
方
自
治
の
本
旨
に
反
し
な
い
範
囲
で
国
が
自
治
体

の
歳
入
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権
限
を
行
使
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
治
体
が

法
律
の
授
権
な
し
で
、
財
政
収
入
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
金
銭
的
負
担
の
種
類
を
自
由
に
追
加
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

確
か
に
、
右
の
よ
う
な
解
釈
は
、
自
治
体
の
自
主

財
政
権
保
障
の
観
点
か
ら
す
る
と
歓
迎
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
方
財
政
は
自
己
完
結
的
な

も
の
で
は
な
く
、
自
治
体
の
歳
入
構
造
か
ら
明
ら
か

な
よ
う
に
国
家
財
政
と
密
接
に
関
連
し
、
こ
れ
に

依
っ
て
い
る
以
上
、
地
方
自
治
の
本
旨
に
反
し
な
い

範
囲
で
自
主
財
政
権
が
一
定
程
度
、
制
約
を
受
け
る

こ
と
も
や
む
を
得
な
い
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
右
の
点
に
関
し
、
塩
野
宏
教
授
は
「
税
以

外
の
手
数
料
、
分
担
金
等
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
規

定
を
自
治
体
に
置
い
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、分
担
金
、

使
用
料
、
加
入
金
、
手
数
料
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
以
外
の
収
入
（
た
と
え
ば
、
原
因
者
負
担
金
、
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し
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う
に
読
め
る
の
で
あ
っ
て
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、
こ
こ
に
は
自
治
財
政
権

の
憲
法
的
保
障
の
見
地
か
ら
し
て
、
税
の
場
合
と
同


